


川崎病の急性期の治療方法は,今日,アスピリンが広く用いられている。このアスピリン療

法は,これまで 2,3 の施設の成績と川崎病冠動脈後遺症に関する全国調査成績より得られ

た,冠動脈瘤後遺症と急性期薬物療法の検討成績が,根拠になっている。しかし,これらの成

績の全て,retrospective な方法で行ったものであり,国際的にも当然のことながら国内的

にも,これらの成績だけでは不充分である。このような現状より,急性期の薬物療法の効果

判定を正確に行うことが急務になっている。そこで,2 年計画で,以下のような条件で

prospective に全国的に本研究を行うことにした。 


